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1.はじめに :

細菌学の長い歴史を通 して,細菌の分類や命名は,節

しい知見や新しい手法の導入によって変遷を繰 り返して

きた｡従来は,細菌学的性状 (グラム染色性,形態,柄

原性,培養条件など)及び生化学的性状 (糖分解性,産

生酵素など)が最も基本的な分類基準であった｡その後,

発見される細菌種の増加に伴って,細菌細胞壁膜脂質や

ペプチ ドグリカンの構成成分や構造の相違などの化学的

性状や血清学的性状も加えられて,その分類が進められ

てきた｡1970年代中頃か ら,細菌のDNAを使った手法

が本格的に導入され,ゲノムDNAのG+C含量比,DNA-

DNAハイブリダイゼーション相同性及び16SrRNA遺伝

子塩基配列類似性などが,細菌の新しい分類基準として

採用されてきた｡

現在の細菌分類においては,表現形質と遺伝学的情報

を組み合わせた多相分類が主流であるが,その中でも,

16SrRNA遺伝子塩基配列類似性が最も優れた手法とし

て決定的な役割を担っている1)｡その理由としては,1)

細菌の16SrRNAの進化速度が遅いため,細菌の進化論

的類縁性を知ることがで きること, 2)全ての細菌が

16SrRNAを保有していること,などがあげられる｡ し

かし,細菌の16SrRNAの全長は僅か1,500bpであり,そ

れは細菌の染色体DNAの約1/1,000程度に過 ぎず,仮に

16SrRNA遺伝子の塩基配列が100%一致したとしても,

違う細菌種である可能性は否定できない (そのような場

合には,全ゲノムDNAのDNA-DNAハイブリッド形成

実験を行い,その相同性を検討する必要がある)0

近年, 9割以上の細菌種の16SrRNA遺伝子の塩基配

列が解明されGenBankなどに蓄積 されてきたことによ
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って,その塩基配列の異なる新しい細菌種が多数報告さ

れている｡ 同時に,従来の細菌の分類も16SrRNA遺伝

子の塩基配列類似性によって大きく見直され,再分類さ

れてきた｡

本稿では,ヒトの口腔内感染症に関連する細菌種とし

て知られる幾つかの細菌群について,その分類学的変遷

と16SrRNA遺伝子の塩基配列を主とした現在の新しい

分類を概説する｡

2.Bacteroidesforsythusが乃nnere/Iaforsythensis
に:

細菌分類学のバイブルとも言えるBergey'SManual

ofSystematicBacteriology(1984年発行)では,嫌気

性多形性グラム陰性梓菌のBacterol'des属として50以上

の菌程が列挙されていた｡ しかし,16SrRNA遺伝子の

塩基配列の違いによってその多 くが他の菌属に移され,.

現在ではB.fTag7'11Sをtypespeciesとして僅か14菌種が残

っていた｡

成人性歯周炎の歯肉縁下歯垢から分粧された (1920年

代)黒色コロニー形成性のBacteI･OI'desmelanl'nogenl'cus

は,糖の分解の能力によってB.melanlnogenI'cussubsp.

asaccharolydcus,B.melbnkzogem'cussubsp.intermedius,B.

melbnh]ogenlcussubsp.melbnhogem'cusの3菌種に分類さ

れた (1970年代)｡その後,C+G含量やDNA相同性など

によってこれ らの細菌種 は,B.glnglvall'S(Bg),B.

asacchaI･01ytl'cus(Ba),B.endodontall'S(Be).B.

1'nteI･medl'us(Bl'),B.col･POn'S(Bc),B.dentJ'cola(Bd),B.

loeschel'1.(Bl),B.meIam-nogem'cus(Bm)の8菌種に再分

類 された｡1980年代後半か ら,これ らの菌種の16S

rRNA遺伝子の塩基配列の解析が進み,その類縁性によ

ってBg,Ba,BeはPorphyTOmOnaS属に,Bl'.Bc,Bd.Bl,

BmはPrevote11a属にそれぞれ新しく分類され,現在で

は,Fig.1のように確立している｡

Bacterol'desforsythusは,Tanner等によって歯周病

患者の歯周ポケット深部から分離されBacterol'des属の

新菌種として1986年に提唱された2)0

Bacterol'desforsythusは,その16SrRNA遺伝子の塩

基配列がPoI･PhyTOmOnaS属,PTeVOtella属,B.fTagillsと

異なることが指摘されていたが3),2002年Sakamoto等

は,16SrRNA遺伝子の塩基配列の他,細胞壁膜脂質構

成成分や酵素活性を明らかにし,TanneTeHafwsythensls

として再分類した4)0 Fig.1はTamleTeM ,PoTPhJqlDmOnaS

属,Pl･evOtella属,Bacterol'des属及びその近縁細菌の

16SrRNA塩基配列による遺伝学的系統関係を示してい

-107-



316 新潟歯学会誌 32(2):2002

る｡ この系統図か ら分かるように,今回提唱された

TanneI･ellafoIISythensl'Sと近縁にあり,B.&Bglllsとは遠

縁 にあるB.mez･dae,B.dl'stasonI'S,B.putz･edlnl'S,B.

cellulosolvens等は,今後Bactel･01'des属から他の細菌属

に移されると予想される｡

3.Streptococcus属の分類:

Streptococcus属は,人に様々な疾患をおこさせる細

菌種を含み臨床細菌学上重要な属であるが,溶血性及び

Lancefieldにより確立された血清学的分類法を重要視す

る余 り細菌学的,生化学的性状などによる分類や遺伝子

レベルでの分類の見直しが著 しく遅れていた｡ 1980年代

後半より,ようやく遺伝子レベルでの分類の再編成が始

まり,新菌種,新属の提案を含む数多 くの分類学的再編

成がなされ,現在に至っている｡

Streptococcus属における分類上の最大の変更として

はEnterococcus属5)及びエactococcus属 6)の新設である｡

即ち,根尖性歯周炎との関連が疑われ,高いアルカリ性条

件や6.50/oNaCl存在で生育可能なStI･ePtOCOCCuSfeacall'S,

StI･ePtOCOCCuSfaecl'um等はEnterococcus属に,糖を分解

し多量の乳酸のみを産生する (乳酸ホモ発酵)S.1actis,S.

raiHnolac由等はLactococcus属に移されたD

また,命名時のラテン語誤用が放置されていた菌種に

ついて修正が加えられ,S.cz･1'sta- S.cI･1'status,S,

I･attuS+ S.Z･attL',S.sangul'S+ S.sangul'nlls,S.

parasanguls- S.parasangul'nl'Sとそれぞれ変更された

(1997年)7)0

現在,Streptococcus属の菌種は ｢乳酸を主要な終末

代謝産物 とするカタラーゼ陰性のグラム陽性球菌｣と定

義され,主要なStTePtOCOCCuS属細菌種は,主として16S

rRNA遺伝子の塩基配列によって,pyrogenicgroup,

anglnOSuS group,mutanS group,mitis group,

salivariusgroup,bovisgroupの 6に分類されている｡
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Table1:StTePtOCOCCuS属全菌種

現在のグループ名 現在の菌種名 旧名､通称名 (非承認)等
pyOgemCgrOup S.pyogenes GroupAstreptococci

S.agalactiae GroupBstreptococci
S.equisubsp.equ王
S.equisubsp.zooepidemicus
S.dysgalactiaesubsp.dysgalactiae
S.dysgalactiaesubsp.equlSmiLis
S.cants
S.iniae S.shiloi

S.porcinus
S.uberis

S.parauberis S.uberis-2
S.intestinalis

S.hyointestinalis
S.phocae

angmOSllSgrOup S.anglnOSuS miuerigroup
S.constellatus minerigroup,S.anglnOSuS-COnStellatus
S.intennedius millerigroup,S.MG-intermedius

mutansgroup S_mutans
S.ratti S.mutaTZSSubsp-rattus
S.sobrinus S.muianssubsp-sobrinus
S.ferus S.mutanssubsp.Ferns
S.cricetus S.mutanssubsp.cricetus
S.dot4耶ei S,mutansset̀OOPeh
S_macacae

mitisgroup S.mitis S.mitior
S.oralis S.mitior,S.sanguisH､BiotypeB-serotypell
S.Pneumoniae
S_gordonii S.Sanguis l,BiotypeA-serotypeIH
S.cristaius tuRed丘bris

S.sangulmS S.LSaJlguisI,BiotypeA-serotypeI
S.parasangumts
S｣infantis
S.peroris

sa止Variusgroup S.salivarius
S.thermophilus
S.vestibulaT.is

boVisgroup S.bovis
S.equlnuS
S.alactolyticus

Tablelにはそれぞれのgroupに属する現在の細菌種の

分類と,旧分類による名称を対比 して示 してある｡

1)mitisgroupの分類学的変遷

このグループにはS.pneumonl'aeを含むa溶血性 7菌

種が含 まれ る｡Bergey'SManualofSystematic

BacteriologyではS.pneumonl'aeはpyogenicgroupに含

まれていたが,16SrRNAによる系統解析で明らかに

mitisgroupに含 まれ る こ とが示 され た｡ また5.

pneumonl'aeはDNA-DNA hybrodization法でもS.mi ll-S,

S.orall'Sと非常に近縁な関係を示すことがわかっている｡

1980年のApprovedlistofbacterialnameにはmitis

groupのメンバーとしては,S.ml'tl'S,S.pneumom'ae,S.

sangul'nl'Sの 3菌種のみが記載されている｡ その後1982

年8)に5.ora〟Sが提案された｡また1989年9),1991年10)

にはS.gordonli',S.cn'statusがそれぞれS.sangul'nl'Sから

独立し,1990年11)にはS.parasangul'nl'Sが提案された.

更に1998年 に16SrRNA塩基配列の相違 によってS.
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1'nfantl'S,S.peron'Sの 2菌種が確立12-したo

s.mltl'Sは通常使われる発酵,加水分解試験で陽性と

なる項目が少なく,表現形質による鑑別が難しい菌種で

あった｡そこに新たな菌種が追加されたため,相互の鑑

別がほとんどできない,あるいは記載された性状に一致

しない菌株多数兄いだされた｡遺伝学的にもmitis

groupの各菌種はお互い非常に近縁であり,相互の鑑別

が非常に難しいということがわかった｡ さらに1989年に

はS.ml'tl'Sの当時の基準株 (NCTC3165)の表現形質が

もともとの菌種の記載と異なることから基準株の変更の

提案が出され,1993年に正式に基準株が変更になった

(新基準株はNCTC12261)｡ それまで使われていた基準

株が別菌種 (NCTC3165は現在のS.goz･donl了に属する)

であったため,その分類同定の混乱に拍車をかけてしま

ったという歴史的経緯もある｡

2)anginosusgroupの分類学的変遷

このグループのS.anglnosus,S.constellatus,S･
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intez･medl'usの 3菌種は1987年に,DNA-DNA相同性に

差がないことから1菌種に競合され13),1991年に再び3

菌種に分けられたH'経緯がある｡またこのグループは,

ヨーロッパ諸国ではmillerigroupという名称が一般的で

あったが,1996年国際微生物命名委員会でanginosus

groupとすることが正式採用され現在に至っている｡

現在このグループには3菌種が含まれているが,近年

16SrRNA塩基配列が異なり,そのいずれにも属さない

菌株も報告されている15-ことから,今後このグループに

は,菌種または亜菌種の新しい捷案がなされることが予

想される｡

4.DI'alisterpneumosintes:

1921年に01itsky,Gatesによって鼻咽喉から分離され,

当初Bacten'um pneumosl'ntesと名付けられた161.その

後1923年に属名がDlall'sterに変更された｡1970年代には

Bacterol'des属 に分類 され,Bergey'SManualof

SystematicBacteriologyにはBactez･oldespeumosl'ntes

として記載されている｡1994年にMooreらの菌体構成脂

肪酸の分析から,Dialisterpeumosintes(名称の意味は

DiaLster-unkown,pneumosintes-breathdestroying)

と属名が変更になった17)｡

この細菌種は偏性嫌気性,非運動性,非芽胞性,グラ

ム陰性梓菌 (0.2-0.4Ⅹ 0ふ0.6FLm)で糖を分解しないo

血液平板でのコロニーは,円形,スムーズ,透明である｡

カタ.ラーゼ,インドール,硝酸塩還元は全て陰性を示す｡

終末代謝産物 として,P甘G (ペプ トン ･イース トエキ

ス トラクト･グルコース)液体培地から,酢酸,プロピ

オン酸,乳酸をそれぞれわずかに産生する｡

ヒトの歯肉溝,咽頭,感染根管18'からも分離されるが,

特に重度歯周疾患の病巣から極めて高い頻度で検出され

ること19),またその病巣において,TannereHafomytbensls

(旧名称Bacterol'desforsythus)と会合して分布してい

ること20)などから,近年,歯周疾患の重要な関連細菌と

して注冒されているO
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